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　発　行　所　

湧 心 館 高 等 学 校
同 窓 会 事 務 局
熊本市中央区出水 4丁目 1-2
電 話（096）372-5311
題  字　 三  嶋  勝  彦
http://www.yusinkan.com
同窓生数　　11,204 人

　 同窓会は本校生徒の 「湧心魂…愛・誇り・自立」 を応援します

江津・1979　勤労・責任・創造　校訓　自主・責任・創造　湧心館・2022

令和３年度（2021年度）同窓会予算書 令和２年度同窓会決算

１. 一般会計
　　（収入の部） 単位：円
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　考

会 費 1,125,000 1,125,000 0
全日制  　90名×5,000円
定時制　  25名×5,000円
通信制   110名×5,000円

繰 越 金 2,721,584 2,066,539 655,045

雑 収 入 221 221 0 預金利息等

計 3,846,805 3,191,760 655,045

　　（支出の部） 単位：円
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　考

事務通信費 900,000 800,000 100,000 同窓会新聞郵送料、 封筒印刷代、 ホームページ年間管理料ドメイン名登録サービス契約更新料他

会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費、 役員懇談会

学校行事費 200,000 200,000 0 卒業証書用ホルダー

会 報 費 300,000 200,000 100,000 同窓会新聞印刷代、 新聞広告代

名簿管理費 250,000 150,000 100,000 同窓会新聞郵送用宛名シール代

給 与 150,000 150,000 0 事務補助職員手当

積 立 金 500,000 200,000 300,000 同窓会積立金

予 備 費 1,296,805 1,241,760 55,045

計 3,846,805 3,191,760 655,045

２．特別会計

　前年度からの繰越金　　4,133,324 円
　※50周年記念事業基金に向けて

１．一般会計
　　（収入の部） 単位：円
科　目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増　　減 備　　　　　考

会 費 1,125,000 0 1,230,000 105,000 246名×5,000円
繰 越 金 2,066,539 0 2,066,539 0
雑 収 入 221 0 22 △ 199 預金利息 (40 周年記念事業費通帳解約時利息５円、寄付金

通帳解約時利息１円を含む

計 3,191,760 0 3,296,561 104,801

　　（支出の部） 単位：円
科　目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 備　　　　考

事 務 通 信 費 800,000 0 0 112,270 郵送料、ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 26,739 役員会活動費
学 校 行 事 費 200,000 0 0 145,000 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 0 0 41,952 新聞広告代
名 簿 管 理 費 150,000 0 0 0
給 与 150,000 0 0 44,176 事務補助職員給与
積 立 金 200,000 0 0 200,000 同窓会特別会計積立金へ充当
予 備 費 1,241,760 0 0 4,840 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 3,191,760 0 574,977

　　（残高の部） 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘　　　　要

3,296,561  574,977  2,721,584  残高は令和３年度へ繰り越し

２．特別会計 単位：円
収　　　　入 支　出 残　高

残高は令和３年度へ繰り越し
※40周年記念事業費残高
　　　　　　1,890,676円含む

前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合　　計

2,042,575  ※ 2,090,676 73  4,133,324  0 4,133,324 

３. 監査報告
関係諸帳簿及び書類を監査した結果、 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます。 
　　　　　令和３年５月14日

監査委員

監査委員
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同
窓
会
会
長
を
引
き
う
け
ま
し
て
、  

　
今
年
で
七
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
会
長　

古　

田　

利　

武

「
新
年
の
ご
挨
拶
並
び
に

　
　
本
校
の
教
育
に
つ
い
て
」

湧
心
館
高
等
学
校
長　

打　

越　

博　

臣

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
窓

会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
学
校
長

を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
賜
わ
り
、
厚
く

御
礼
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
二
年
度
卒
業
生
を
含
め
ま
す

と
、
卒
業
生
が
一
万
名
を
超
え
ま

し
た
。
平
成
二
十
七
年
六
月
の
第

一
回
役
員
会
に
お
い
て
、
会
長
と

い
う
重
責
を
承
り
、
早
六
年
が
過

ぎ
七
年
目
迎
え
会
長
と
し
て
の
、

責
任
感
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
二
年
度
の
同
窓
会
行
事
の

件
で
、
少
し
お
話
し
ま
す
。

　

五
月
の
監
査
以
外
に
は
四
月
の

三
課
程
の
入
学
式
と
九
月
の
通
信

制
の
前
期
卒
業
式
と
後
期
入
学
式

又
、
令
和
三
年
三
月
の
三
課
程
の

卒
業
式
も
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
よ

り
同
窓
会
役
員
の
出
席
は
な
く
祝

詞
の
み
の
挨
拶
だ
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
三
年
度
で
は
第
一
回
役
員

会
が
開
催
で
き
な
く
て
、
役
員
の

方
々
に
書
面
議
決
を
行
使
し
ま
し

て
二
十
八
名
中
十
八
名
の
方
よ
り

過
半
数
の
書
面
議
決
賛
成
文
書
を

頂
き
役
員
会
が
成
立
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
も
前
期
同
様
の
行

事
予
定
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
願
っ
て

い
る
だ
け
で
す
。

　

ま
た
昨
年
は
四
年
に
一
度
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
東
京

二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
て
日
本
人
選
手
の
活
躍
が
国

民
の
声
援
に
こ
た
え
て
、
金
メ
ダ

ル
が
二
十
七
個
・
銀
メ
ダ
ル
が

十
四
個
・
銅
メ
ダ
ル
が
十
七
個
と

大
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。
又
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
金
メ
ダ
ル
が

十
三
個
・
銀
メ
ダ
ル
が
十
五
個
・

銅
メ
ダ
ル
が
二
十
三
個
獲
得
し
大

会
が
終
了
し
ま
し
て
選
手
の
活
躍

に
国
民
の
皆
様
が
感
動
さ
れ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

江
津
高
校
、
湧
心
館
高
校
の
同

窓
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
定
期
異
動
に
よ
り
、
令
和

３
年
４
月
１
日
に
湧
心
館
高
校
第

20
代
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

打
越
博
臣（
う
ち
ご
し 

ひ
ろ
お
み
）

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
世
界
的
規
模
で
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
年
の
同
時
期
に

比
べ
れ
ば
知
見
が
深
ま
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
進
ん
で
は
い
る
も
の

の
、
学
校
現
場
に
は
ま
だ
多
く
の

制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本
年
度

も
４
月
の
三
課
程
毎
の
入
学
式
、

通
信
制
課
程
の
前
期
卒
業
式
・
後

期
入
学
式
は
、
来
賓
の
方
々
の
出

席
を
お
断
り
し
、生
徒
（
新
入
生
、

卒
業
生
、
一
部
の
代
表
生
徒
）、

保
護
者
及
び
教
職
員
の
み
で
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
大
会
や

文
化
祭
等
の
学
校
行
事
に
つ
い
て

も
、
無
観
客
で
実
施
し
た
り
、
人

数
制
限
を
か
け
た
り
、
ラ
イ
ブ
配

信
等
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
感
染
リ
ス
ク
を
正
し
く

把
握
し
な
が
ら
も
教
育
活
動
を
継

続
・
展
開
し
て
い
く
事
の
困
難
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
、
様
々
な
分
野
の

方
々
が
今
の
子
供
た
ち
に
身
に
付

け
て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
意
欲
」
と
「
失
敗
し

た
後
の
対
応
力
・
修
正
力
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
の

要
請
を
背
景
と
し
て
、
本
年
度
か

ら
本
校
は
、「
挑
戦
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
師
は

 

「
教
師
自
身
が
挑
戦
す
る
、
生
徒

の
挑
戦
を
支
援
す
る
」と
題
し
て
、

生
徒
た
ち
の
「
夢
」
の
実
現
が
叶

う
よ
う
に
心
を
一
つ
に
し
て
取
り

組
み
、
生
徒
た
ち
は
「
大
い
に
学

び
、
大
い
に
鍛
え
る
こ
と
へ
の
挑

戦
」
と
題
し
て
、
授
業
や
部
活
動

な
ど
の
場
で
精
一
杯
挑
戦
し
、
確

か
な
成
長
を
手
に
入
れ
て
自
分
の

未
来
を
大
き
く
切
り
拓
く
な
ど
、

夢
を
叶
え
る
努
力
を
し
て
い
ま

学
年
代
表
委
員
に
つ
い
て

　

昭
和
五
十
八
年
三
月
同
窓
会
発

足
以
来
三
十
八
年
、
二
〇
二
一
年

で
は
役
員
改
正
の
年
で
し
た
の

で
、
新
役
員
皆
様
の
若
返
り
、
さ

ら
な
る
活
性
化
と
定
着
化
を
は
か

り
、
同
窓
会
の
新
し
い
体
制
を
構

築
し
ま
し
た
。　

　

令
和
三
年
六
月
に
第
一
役
員
会

が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

七
月
に
総
会
及
び
役
員
改
正
の
書

面
議
決
に
よ
り
賛
成
過
半
数
を
得

ま
し
た
の
で
、
議
決
権
を
行
使
し

ま
し
て
、
新
役
員
の
若
返
り
を
図

す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
は
、「
力
量

の
高
い
教
師
集
団
」
と
「
好
奇
心

旺
盛
な
生
徒
集
団
」
と
「
学
校
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
応
援
団

（
保
護
者
や
同
窓
会
）」
の
三
者
が

う
ま
い
具
合
に
機
能
し
一
体
化
し

た
時
に
実
現
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
今
後
、
校
長
と
し
て
、
本
校

の
更
な
る
前
進
を
目
指
し
、
生
徒

が
湧
心
館
に
来
て
良
か
っ
た
、
保

護
者
が
湧
心
館
に
や
っ
て
良
か
っ

た
、
教
職
員
が
湧
心
館
に
勤
め
て

良
か
っ
た
、そ
し
て
、地
域
に
と
っ

て
湧
心
館
が
こ
こ
に
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
本
校
の
教

育
方
針
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。
約
半
数
近
く
の
方
に

役
員
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
ま
し

て
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
年
も
同
窓
会
活
動
は

例
年
同
様
、
四
月
の
三
課
程
の
入

学
式
か
ら
始
ま
り
、
三
月
の
三
課

程
の
卒
業
式
へ
の
出
席
等
、
計
画

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後

に
会
の
活
動
に
、
同
窓
会
会
員
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
力
を
拝
借
し
母
校

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
同
窓
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
し
ま

す
。

同窓会は本校生徒の
 「湧心魂…愛・誇り・自立」 を応援します
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令
和
２

年
度
に
玉

名
工
業
高

校
か
ら
赴

任
し
て
参

り
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
物
心
両
面
に
亘
る
ご
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校

の
教
育
活
動
も
大
き
く
変
化
を
し

て
お
り
、
今
後
も
柔
軟
な
発
想
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
職
員
一
丸
と
な

り
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

通
信
制

課
程
で
は

４
月
18
日

（
日
）に
前

期
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
代

表
の
原
永
さ
ん
は
、
夢
実
現
に
向

け
、
通
信
制
と
い
う
学
校
環
境
を

活
か
し
て
、
様
々
な
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学

生
生
活
に
し
て
い
き
た

い
と
抱
負
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。
70
名
の
新

入
生
お
よ
び
転
編
入
生

82
名
と
と
も
に
、
令
和

３
年
度
の
通
信
制
の
学

校
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

６
月
６
日（
日
）に
行
わ
れ
た
熊

本
県
高
校
定
時
制
・
通
信
制
総
合

体
育
大
会
で
は
、
熊
本
市
内
の
各

会
場
に
お
い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
と
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
が
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
８
月

本
年
度
、

定
時
制
課

程
は
19
名

の
新
入
生

を
迎
え
、

生
徒
数
87

名
（
男
子
42
名
、
女
子
45
名
）
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
12
月
現
在

で
は
81
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

打
越
校
長
は
、
本
年
度
の
テ
ー

マ
と
し
て
、『
挑
戦
』
～
教
師
が

挑
戦
す
る
、
生
徒
の
挑
戦
を
支
援

す
る
～
を
掲
げ
ら
れ
、
コ
ン
セ
プ

ト
に
『
生
徒
た
ち
が
学
校
に
来
る

喜
び
』『
先
生
た
ち
が
教
え
る
誇

り
』『
保
護
者
が
生
徒
の
成
長
を

見
て
取
れ
る
楽
し
み
』
の
３
つ
を

示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
踏
ま
え
、
定

時
制
で
は
、「
家
族
や
地
域
を
支
え

る
『
自
立
』
し
た
大
人
」「
学
ぶ

姿
勢
を
持
ち
続
け
『
成
長
』
し
て

い
く
大
人
」
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
太
鼓
部
、
和
同
好
会

を
は
じ
め
、
５
つ
の
体
育
系
部
活

動
、
７
つ
の
文
化
系
部
活
動
、
４

つ
の
同
好
会
が
あ
り
、

特
別

活
動

の
時

間
や

放
課

後
等

に
、

元
気

い
っ

ぱ
い

楽
し

く
部

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
16
日（
金
）の
校
内
生
活
体

験
発
表
大
会
で
は
、
学
校
生
活
や

友
人
関
係
、
職
場
で
学
ん
だ
こ

と
、
将
来
へ
の
決
意
な
ど
を
自
分

の
言
葉
で
表

現
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま

た
、
今
ま
で

の
自
分
の
振

り
返
り
や
体

験
、
定
時
制

の
悩
み
や
苦

悩
を
明
日
へ

の
希
望
に
つ

な
げ
て
語
る

姿
に
、
共
感

し
ま
し
た
。
本
校
代
表
に
は
櫻
井

世
玲
奈
さ
ん
（
４
年
）
が
選
ば
れ
、

県
定
通
文
化
大
会
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

ス
キ
ル
が
身
に
付
い
た
こ
と
、
６

つ
の
検
定
資
格
取
得
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
将
来
の
夢
に
つ
い
て
真
剣

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
２
日（
火
）に
『
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
』、
テ
ー
マ

「
心
の
準
備
体
操
を
し
よ
う
」
が

本
年
度
、

全
日
制
で

は
４
月
８

日（
木
）に

87
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
入
学
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。

　

５
月
28
日（
金
）に
予
定
さ
れ
て

い
た
高
校
総
体
の
総
合
開
会
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
前
年
と
は
異
な
り

各
競
技
が
感
染
予
防
策
を
講
じ
て

開
催
さ
れ
、
本
校
生
も
そ
れ
ぞ
れ

の
競
技
会
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
総
文
祭
も
無
観
客

に
よ
る
発
表
と
な
り
、
閉
祭
式
で

の
手
話
表
現
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
７
名
の
出
演
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
３
年
生
を
中

心
に
ど
の
部
も
部
員
が
一
つ
の
目

標
に
向
け
て
力
を
合
わ

せ
た
貴
重
な
経
験
が
、

生
徒
の
財
産
と
し
て
残

り
ま
し
た
。

　

７
月
に
開
催
さ
れ
た

夏
の
甲
子
園
大
会
の
熊

本
県
予
選
に
も
本
校
野

球
部
は
、
松
橋
高
校
、

八
代
農
業
高
校
と
合
同

チ
ー
ム
を
結
成
し
て
７

月
14
日（
水
）に
試
合
に
臨
み
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
１
回
戦
で
必
由

館
高
校
に
敗
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
少
な
い
部
員
で
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
の
活
動
に
満
足
感
を
覚
え

て
、
３
年
生
部
員
は
活
動
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
夏
期
休
業
明
け
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
が
教
育
活
動
に
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
学
校
は
、時
差
登
校
、

分
散
授
業
、
短
縮
授
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
校
を
挙
げ

て
感
染
防
止
対
策
を
行
い
学
び
の

保
障
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
９
月
29
日（
水
）開

催
さ
れ
た
体
育
大
会
で
は
、
例
年

と
大
き
く
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

進
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
日
半
日
の

無
観
客
開
催
と
い
う
制
約
の
中

で
、
職
員
と
生
徒
が
工
夫
を
重
ね

て
、
生
徒
の
思
い
出
に
残
る
充
実

⑵

全 日 制 近 況

教頭　平野　寿樹

定 時 制 近 況

教頭　垂水　彰則

通 信 制 近 況

教頭　菊川　雅子

　

令
和
４
年
度
行
事
予
定

お
　
願

　
い

お
知
ら
せ

※
同
窓
生
の
皆
様
へ

副
校
長　

水
野
　
保
彦

し
た
新
し

い
体
育
大

会
を
実
施

す
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
ま

た
、
保
護

者
に
は
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で

の
配
信
を

実
施
す
る

等
、
教
育
活
動
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極

的
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

同
様
に
湧
心
祭
も
10
月
29
日（
金
）

に
例
年
よ
り
時
間
を
短
縮
し
て
開

催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
生
徒
や

職
員
が
、
思

い
を
凝
縮
し

た
展
示
、
発

表
を
工
夫
し

た
こ
と
で
感

動
や
充
実
感

の
あ
る
催
し
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
11

月
11
日（
木
）に
「
ト
リ
ニ
テ
ィ
」

と
い
う
ピ
ア
ノ
、
箏
、
フ
ラ
メ
ン

コ
の
異
質

な
芸
術
が

コ
ラ
ボ
し

た
表
現
活

動
に
生
徒

は
出
会
い

ま
し
た
。

鑑
賞
だ
け

で
な
く
、

フ
ラ
メ
ン

コ
体
験
や

箏
の
演
奏
に
も
生
徒
が
参
加
し
て

伝
統
文
化
や
異
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

令
和
の
教
育
改
革
の
中
で
、
開

校
以
来
の
湧
心
魂
を
大
切
に
し
て

Ａ
Ｌ
Ｌ
湧
心
館
で
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
新

し
い
学
び
の
在
り
方
を
築
き
始
め

ま
し
た
。
卒
業
生
や
地
域
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
力
強
い
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た
。目
的
と
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
も
ス
ト
レ
ス
等
に
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
で
、
心
身
の
健
康

管
理
を
行
い
、
充
実
し
た
生
き
方

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
力
を
育

む
こ
と
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
不
調

を
（
ス
ト
レ
ス
反
応
）
を
防
ぐ
に

は
、
自
分
自
身
で
、
対
処
す
る
方

法
を
知
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
付
き
合
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
11
日（
木
）の
芸
術
鑑
賞
会

で
は
、
テ
ー
マ
『「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
」
琴
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
ピ
ア

ノ
の
コ
ラ
ボ
』
で
三
位
一
体
と

な
っ
た
芸
術
表
現
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
感
性
溢
れ
る
芸
術
作
品
を

鑑
賞
し
、
心
の
安
ら
ぎ
、
豊
か
な

感
性
や
創
造
力
が
養
わ
れ
、
時
間

い
っ
ぱ
い
楽
し
く
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　

12
月
９
日（
木
）の
第
14
回
湧

定
祭
は
、「
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ　

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
～
湧
定
し

か
勝
た
ん
！

～
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
体
育
館

前
に
飾
ら
れ

た 

「
湧
定
の

灯
」
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
幻
想
的

な
雰
囲
気

で
、「
湧
定
の

花
」
は
微
笑
ま
し
い
ニ
コ
ち
ゃ
ん

マ
ー
ク
、
湧
定
の
う
た
に
は
、
生

徒
・
保
護
者
の
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
、読
む
人
に
感
動
を
与
え
、ホ
ッ

ト
、
心
温
ま
る
企
画
で
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な

ど
も
「
芸
術
や
文
化
の
香
り
」
が

感
じ
ら
れ
、
各
々
工
夫
を
凝
ら
し

た
も
の
で
大
成
功
で
し
た
。

　

近
年
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新

の
進
展
に
よ
り
、
社
会
構
造
や
雇

用
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
時
代
の
変
化
の

一
つ
と
し
て
、「
Ａ
Ｉ
・
人
口
知
能
」

が
様
々
な
判
断
を
し
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
最
適
化
さ
れ

た
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」
が
広
が
り
、「Society

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
5.0
」
等
の
新
た
な

時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
予
測

困
難
な
時
代
に
、
一
人
ひ
と
り
が

未
来
の
創
り
手
と
な
る
将
来
に
向

け
て
、
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
い

て
行
け
る
強
く
逞
し
い
精
神
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
日
々
の
学
校
生
活
を
謳
歌
し

て
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

に
行
わ
れ
た
全
国
定
時
制
・
通
信

制
総
合
体
育
大
会
で
は
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
の
男
子
団
体
に
お
い

て
、
熊
本
県
選
抜
チ
ー
ム
（
本
校

３
人
・
他
校
３
人
）
が
強
豪
校
と

対
戦
し
な
が
ら
勝
ち
進
み
、見
事
、

全
国
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
制
覇
の
優
勝
杯
４
つ

が
校
長
室
に
誇
り
高
く
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
関
係

で
棄
権
し
ま
し
た
。）

　

７
月
４
日（
日
）の
校
内
生
活
体

験
発
表
会
で
は
、
10
名
の
生
徒
が

自
分
の
体
験
や
思
い
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の
発
表
も

堂
々
と
し
た
、
そ
し
て
聞
き
応
え

あ
る
発
表
内
容
ば
か
り
で
、
生
徒

皆
が
発
表
に
集
中
し
て
聞
き
入
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
仲
間
の

体
験
に
共
感
し
、
励
ま
さ
れ
、
勇

気
が
湧
い
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
職
員
お
よ
び
生
徒
代
表
の

審
査
の
結
果
、
４
年
生
の
小
池
さ

ん
の
発
表
「
学
問
の
成
就
を
目
指

し
て
」
が
代
表
と
し
て
、
熊
本
県

高
等
学
校
定
時
制
・
通
信
制
文
化

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
県
大
会
で
は
優
秀
賞
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
19
日（
日
）に
、
前
期
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

代
表
の
園
田
さ
ん
か
ら
は
、
本
校

通
信
制
で
の
体
験
、
そ
の
体
験
を

バ
ネ
に
課
題
を
乗
り
越
え
た
こ
と
、

そ
し
て
将
来
の
夢
を
熱
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
12
名
の
卒
業
生
は
、

と
て
も
晴
れ
や
か
で
凜
々
し
く
学

び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

職
員
一
同
、
前
途
あ
る
将
来
を
願

い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日（
金
）の
後
期
入
学
式

で
は
、
５
名
が
入
学
し
、
後
期
転

編
生
58
人
と
共
に
新
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
生
代
表

の
藤
井
さ
ん
は
、
何
故
、
本
校
通

信
制
に
入
学
を
決
意
し
た
の
か
、

ど
ん
な
高
校
生
活
を
送
り
た
い
の

か
、
し
っ
か
り
と
し
た
決
意
を
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
校
は
今
年
度
、
熊
本
県
指
定

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
の
指
定
校
と
な
り
ま
し

た
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
ハ
イ
ス

 

（
全
日
制
）

４
月
８
日
（
金
）
入
学
式

９
月
30
日
（
金
）
体
育
大
会

10
月
28
日
（
金
）
湧
心
祭

３
月
１
日
（
水
）
卒
業
式

 

（
定
時
制
）

４
月
11
日
（
月
）
入
学
式

10
月
16
日
（
日
）
県
定
通
文
化
大
会

12
月
８
日
（
木
）
湧
定
祭

３
月
４
日
（
土
）
卒
業
式（
予
定
）

※
県
定
通
体
育
大
会
は
未
定　

 

（
通
信
制
）

４
月
17
日
（
日
）
入
学
式

９
月
18
日
（
日
）
前
期
卒
業
式

10
月
１
日
（
土
）
後
期
卒
業
式

10
月
16
日
（
日
）
県
定
通
文
化
大
会

10
月
23
日
（
日
）
文
化
発
表
会

３
月
５
日
（
日
）
後
期
卒
業
式

※
県
定
通
体
育
大
会
は
未
定

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
同

窓
会
活
動
に
ご
協
力
を
頂
き
大
変

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

「
江
極
だ
よ
り
」
は
、
２
年
に

一
回
の
発
行
で
す
の
で
、
令
和
５

年
は
湧
心
館
高
等
学
校
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
ま
す

の
で
、
是
非
閲
覧
く
だ
さ
い
。　

 

　

会
員
の
身
の
上
に
、
変
更
（
住

所
や
氏
名
等
）
が
、
発
生
し
た
場

合
に
は
速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電 

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

編
　
集
　
後
　
記

　

会
員
の
皆
様
に「
江
極
だ
よ
り
」

第
三
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

ク
ー
ル
の
目
標
は
、
生
徒
一
人
一

人
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。
私
た

ち
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
本
校
に

進
学
し
て
き
て
く
れ
た
生
徒
さ
ん

と
し
っ
か
り
と
関
わ
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
引
き

出
し
、
夢
実
現
に
向
け
て
伴
走
・

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


